
　４月８日はお釈迦様（仏教の開祖)の誕生日
をお祝いする花まつりです。
　お釈迦様は今から2500年前、ネパールの南部
ルンビニーの花園で釈迦族の王子としてシュ
ッドーダナ（浄飯）王、マヤ（摩耶）夫人の間に生
まれ、「ゴーダマ・シッダールタ」と名づけられ
ました。
　その後、何不自由なく育ちましたが、２９歳
でその地位をすべて捨てて出家し、悟りを開
いてブッダとなり、世の中に仏教を広めてい
きます。

　そのお釈迦様は生まれてすぐ、七歩進んで右
手を天に指し左手を大地に向けて「天上天下唯
我独尊」（てんじょうてんげゆいがどくそん）と
宣言されたといわれています。この言葉は宇宙
間に自分より尊いものはないという意味で、人
間一人ひとりが宇宙にただ一つしかない命を
いただいている尊い存在だという意味です。
　またその時、天竜が天から下って甘い露（産
湯）を潅（そそ）いだという説話に基づき、各寺
では花まつりの際、ルンビニー園の誕生の様子
を表した小堂「花御堂」を飾り、その中央に天地
を指差した誕生仏を安置し参拝者は頭上から
柄杓で甘茶を潅いでお祝いします。

　思えば私たちは皆、お釈迦様と同じように、
誰にもかわることが出来ない、かけがいのない
「いのち」を生きている事に気づくでしょう。
　人が生まれてから亡くなるまで、誰一人とし
て「わたし」と同じように生き、悩み、考え、行動
する人はいないのです。
　世界、数十億の人々が共に存在している中
でそれぞれの「かけがいのない命の尊さ」に眼
を向け、大切に生きることを誓う日にしたいも
のです。

花まつり

誕生仏　撮影協力：平鹿町浅舞　龍泉寺様
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提案します。安心・まごころ葬儀

この広報誌についてのご意見ご感想、掲載
してほしいことなどございましたら
㈱ふるさと葬祭アグレム＜担当・杉田＞まで

ご意見ご感想

ふるさと葬祭アグレムでは葬儀後一周忌にあ
わせて封書にてご案内をさせていただいて
おります。ご利用割引券など同封しておりま
すので、お気軽にご連絡ください。

会員の皆様

年忌にあたって
いませんか？

〒013-0069
横手市三枚橋一丁目6-10
TEL.0182-36-3930
FAX.0182-36-3931

〒013-0208
横手市雄物川町沼館字稲荷前62
TEL.0182-56-2630
FAX.0182-23-1220

おものがわ

虹のホールアグレム

虹のホールアグレム

ま ご こ ろ 通 信

10 お葬式・法要の無料事前相談 実施中
葬儀に関する不安や 悩みはございませんか？

葬儀の事が
何もわからない

葬儀の準備には
何が必要なの？

故人の想いを
実現するには？葬儀の費用って

実際いくら必要なの？

ご家庭の精神的・経済的なご負担を軽減した
り、少しでも安心して頂くために、どんな些細
なことでもお気軽にご相談ください。

パートタイマーパートタイマーパートタイマー
随 時 募 集 中

業務内容＞新規会員募集　
詳しくはふるさと葬祭アグレム

（℡0182-52-3930）
までお問い合わせ下さい。

訪問相談も承っております。手順はとても簡単です。
①まずは52-3930までお電話ください。
②「訪問相談希望です」とお伝えください。※訪問日時を決めます。
③お約束の日時にスタッフがお伺いします。

●JA-SS
ブックオフ様●

　秋田
●日産様

至横手地域局富士見大橋
山二●
GS様●

横手
体育館

国
道
13
号
線

至
横
手
駅会場

場所：虹のホールアグレム

ふるさと葬祭みどりの会入会随時
受付中

「みどりの会」は葬儀全般を安心してまかせられる会員制度です。どなた様でもご入会いた
だけ、特典も盛りだくさんです。ご家族のご不幸ばかりではなく、ご利用いただけます。

◆「ＪＡ葬祭みどりの会」は、葬儀全般を安心してまかせられる会員制度です。
◆みどりの会は県内におけるご葬儀の施行やご相談なども対応できるＪＡ葬祭ネットワークです。
◆先方の風習が分からなくて不安？！ そんな時はその地域のプロにおまかせください。

みどりの会はＪＡ葬祭の
あんしんネットワーク

●ご葬儀の自宅祭壇貸出料金
……15％割引

●ホールご利用特典……コース価格15％割引／自宅用祭壇30％割引

会
員
特
典

●ギフト
10～20％割引

●外花環貸出料金
￥21,600→￥19,000（税込）

●生花（籠花）料金
￥16,200→￥14,500（税込）
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―
―
数
珠
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
の
寺
の
宗
門
、
真
宗
大
谷
派
で
は
、

数
珠
の
こ
と
を
念
珠
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
起
源
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

よ
う
で
す
が
、
百
八
の
煩
悩
を
断
ず
る
意

味
で
百
八
個
の
珠
を
糸
に
通
し
、
常
に
身

に
つ
け
、
念
仏
を
称
え
た
数
を
数
珠
の
珠

を
指
で
動
か
し
て
数
え
る
た
め
に
用
い
た

り
、
数
珠
に
念（
思
い
・
願
い
・
祈
り
）を

込
め
た
物
と
い
う
意
味
か
ら
数
珠（
念
珠
）

と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。け
れ
ど
も
、

真
宗
で
は
煩
悩
を
絶
つ
た
め
に
と
か
、
念

仏
を
称
え
た
数
を
数
え
る
た
め
に
用
い
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
念
珠
は
、
真
宗
門
徒
に
と
っ
て
は
仏
さ

ま
に
合
掌
礼
拝
す
る
と
き
に
は
必
ず
か
け

る
も
の
で
す
。合
掌
礼
拝
は
、
自
ら
三
宝

（
仏
法
僧
）に
帰
依
す
る
心
持
ち
を
表
現
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
念
珠
が

欠
か
せ
な
い
の
で
す
。お
参
り
す
る
と
き

の
念
珠
の
か
け
方
は
、
一
輪
の
と
き
は
親

玉
を
下
に
し
て
か
け
、
二
輪
で
長
房
の
と

き
は
、
親
指
の
と
こ
ろ
で
二
つ
の
親
玉
を

親
指
で
は
さ
み
、房
を
左
側
に
下
げ
ま
す
。

ま
た
合
掌
の
際
に
、
念
珠
を
こ
す
り
合
わ

せ
て
音
を
出
し
た
り
は
し
ま
せ
ん
。

　
真
宗
の
合
掌
作
法
は
、
念
珠
を
か
け
両

手
が
み
ぞ
お
ち
の
あ
た
り
に
く
る
よ
う
に

自
然
に
手
を
あ
わ
せ
ま
す
。

―
―
真
宗
の
お
葬
式
で
は
扇
子
を
使
い
ま

す
が
、
あ
れ
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の

で
す
か
？

　
扇
子
（
せ
ん
す
）
を
真
宗
大
谷
派
で
は
、

中
啓
（
ち
ゅ
う
け
い
）
と
呼
び
ま
す
。中
啓

は
親
骨
が
要（
か
な
め
）よ
り
も
外
側
に
反

っ
た
か
た
ち
を
し
て
お
り
、
折
り
た
た
ん

だ
時
、
銀
杏
の
葉
の
よ
う
に
扇
の
上
端
が

広
が
り
ま
す
。「
啓
」と
は「
啓
く
」（
ひ
ら
く
）

と
い
う
意
味
で
、折
り
畳
ん
で
い
な
が
ら
上

端
が「
中
ば（
半
ば
）啓
く
」と
い
う
状
態
か

ら
中
啓
と
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
中
啓
は
い
ろ
い
ろ
な
法
要
に
出
仕
す
る

際
に
用
い
ま
す
。座
っ
た
と
き
に
自
分
の

前
に
中
啓
を
置
く
と
、相
手
が
上
、私
が
下

に
な
る
そ
う
で
す
。仏
さ
ま
の
前
に
座
る

か
ら
、
自
分
を
低
く
し
ま
す
。ま
た
、
お
経

の
本
を
置
く
台
に
し
た
り
、
着
座
の
際
に

パ
タ
ン
と
落
と
し
着
座
の
合
図
に
使
用
し

た
り
し
ま
す
。

―
―
昨
年
、
先
代
住
職
が
亡
く
な
り
ま
し

た
が
、
住
職
の
死
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

を
教
え
て
下
さ
い
。

　
昨
年
の
大
晦
日
の
早
朝
に
前
住
職
の
父

が
命
終
致
し
ま
し
た
。十
二
月
一
日
に
入

院
し
余
命
一
ヶ
月
の
宣
告
を
受
け
、
途
中

十
日
間
ほ
ど
自
宅
療
養
致
し
ま
し
た
。そ

の
間
一
日
ご
と
に
病
状
が
悪
化
し
、
今
日

出
来
て
い
た
こ
と
が
、
翌
日
に
は
出
来
な

い
様
な
状
態
で
し
た
。そ
の
父
の
生
き
様

を
見
て
い
ま
す
と
一
日
一
日
の
大
切
さ
、

命
の
尊
さ
が
改
め
て
身
に
し
み
ま
し
た
。

私
達
は
、
日
頃
健
康
な
時
に
は
何
も
感
じ

な
い
の
で
す
が
、
い
ざ
こ
の
様
な
状
態
に

な
る
と
本
当
に
自
分
一
人
で
は
何
も
出
来

な
い
身
で
あ
り
、
自
分
の
命
は
自
分
一
人

だ
け
の
命
に
あ
ら
ず
、い
か
に
多
く
の
命
、

ま
わ
り
の
人
々
の
お
か
げ
で
生
き
て
い
け

る
の
だ
と
、思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

　
仏
よ
り
賜
り
た
る
命
を
、
一
日
一
日
精

一
杯
生
き
、お
互
い
を
思
い
や
り
な
が
ら
、

親
鸞
聖
人
が
私
達
に
教
え
て
下
さ
っ
た
教

え
を
通
し
て
、
門
徒
の
方
々
と
共
に
こ
の

後
の
命
を
生
き
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
し
た
。

　人
形
供
養
祭

　
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、９
月
27
日（
土
）虹
の
ホ
ー
ル
ア

グ
レ
ム
お
も
の
が
わ
・
10
月
５
日

（
日
）虹
の
ホ
ー
ル
ア
グ
レ
ム（
よ
こ

て
）に
於
い
て
、今
年
度
は
二
度
の

人
形
供
養
祭
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

両
ホ
ー
ル
合
わ
せ
て
７
０
０
名
近

い
ご
来
場
を
頂
き
、大
切
に
し
て
い

た
人
形
に
供
養
の
ご
焼
香
を
し
、最

後
の
お
別
れ
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

大
切
な
家
族
と
の
別
れ
…
…
そ
ん
な
時
、心
の
拠
り
処
は
菩
提
寺
で
す
。

菩
提
寺
様
の
お
導
き
で
大
切
な
人
を
送
る
…
…
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

私
達
ア
グ
レ
ム
が
、
横
手
地
区
の
お
寺
様
に
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
事
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
て
参
り
ま
し
た
。

奈良の大仏を作った▶
行基の作といわれている仏像

  よこての
お寺巡り
今回は横手市中里の

光德寺ご住職にご協力いただき
お話をお聞きいたしました。

ま ご こ ろ 通 信 vol .10

第10回
おしらせ

人形供養祭は大変助かります。
毎年参加しています。

サービスが良く、とても良いと思います。

よ
こ
て
ホ
ー
ル

まごころのこもった対応をしてくれるので、
大変よいと思います。
ありがとうございます。感謝！！

▲虹のホールアグレムおものがわ

▲虹のホールアグレム（よこて）

ご参加いただいた皆様より
たくさんのお言葉をいただいております

アグレムさんを利用して、
大変ていねい親切で好感が持てました。

いつも続けていただいて
ありがとうございます。

お
も
の
が
わ
ホ
ー
ル
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な
状
態
に

な
る
と
本
当
に
自
分
一
人
で
は
何
も
出
来

な
い
身
で
あ
り
、
自
分
の
命
は
自
分
一
人

だ
け
の
命
に
あ
ら
ず
、い
か
に
多
く
の
命
、

ま
わ
り
の
人
々
の
お
か
げ
で
生
き
て
い
け

る
の
だ
と
、思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

　
仏
よ
り
賜
り
た
る
命
を
、
一
日
一
日
精

一
杯
生
き
、お
互
い
を
思
い
や
り
な
が
ら
、

親
鸞
聖
人
が
私
達
に
教
え
て
下
さ
っ
た
教

え
を
通
し
て
、
門
徒
の
方
々
と
共
に
こ
の

後
の
命
を
生
き
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
し
た
。

　人
形
供
養
祭

　
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、９
月
27
日（
土
）虹
の
ホ
ー
ル
ア

グ
レ
ム
お
も
の
が
わ
・
10
月
５
日

（
日
）虹
の
ホ
ー
ル
ア
グ
レ
ム（
よ
こ

て
）に
於
い
て
、今
年
度
は
二
度
の

人
形
供
養
祭
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

両
ホ
ー
ル
合
わ
せ
て
７
０
０
名
近

い
ご
来
場
を
頂
き
、大
切
に
し
て
い

た
人
形
に
供
養
の
ご
焼
香
を
し
、最

後
の
お
別
れ
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

大
切
な
家
族
と
の
別
れ
…
…
そ
ん
な
時
、心
の
拠
り
処
は
菩
提
寺
で
す
。

菩
提
寺
様
の
お
導
き
で
大
切
な
人
を
送
る
…
…
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

私
達
ア
グ
レ
ム
が
、
横
手
地
区
の
お
寺
様
に
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
事
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
て
参
り
ま
し
た
。

奈良の大仏を作った▶
行基の作といわれている仏像

  よこての
お寺巡り
今回は横手市中里の

光德寺ご住職にご協力いただき
お話をお聞きいたしました。
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第10回
おしらせ

人形供養祭は大変助かります。
毎年参加しています。

サービスが良く、とても良いと思います。

よ
こ
て
ホ
ー
ル

まごころのこもった対応をしてくれるので、
大変よいと思います。
ありがとうございます。感謝！！

▲虹のホールアグレムおものがわ

▲虹のホールアグレム（よこて）

ご参加いただいた皆様より
たくさんのお言葉をいただいております

アグレムさんを利用して、
大変ていねい親切で好感が持てました。

いつも続けていただいて
ありがとうございます。

お
も
の
が
わ
ホ
ー
ル



　４月８日はお釈迦様（仏教の開祖)の誕生日
をお祝いする花まつりです。
　お釈迦様は今から2500年前、ネパールの南部
ルンビニーの花園で釈迦族の王子としてシュ
ッドーダナ（浄飯）王、マヤ（摩耶）夫人の間に生
まれ、「ゴーダマ・シッダールタ」と名づけられ
ました。
　その後、何不自由なく育ちましたが、２９歳
でその地位をすべて捨てて出家し、悟りを開
いてブッダとなり、世の中に仏教を広めてい
きます。

　そのお釈迦様は生まれてすぐ、七歩進んで右
手を天に指し左手を大地に向けて「天上天下唯
我独尊」（てんじょうてんげゆいがどくそん）と
宣言されたといわれています。この言葉は宇宙
間に自分より尊いものはないという意味で、人
間一人ひとりが宇宙にただ一つしかない命を
いただいている尊い存在だという意味です。
　またその時、天竜が天から下って甘い露（産
湯）を潅（そそ）いだという説話に基づき、各寺
では花まつりの際、ルンビニー園の誕生の様子
を表した小堂「花御堂」を飾り、その中央に天地
を指差した誕生仏を安置し参拝者は頭上から
柄杓で甘茶を潅いでお祝いします。

　思えば私たちは皆、お釈迦様と同じように、
誰にもかわることが出来ない、かけがいのない
「いのち」を生きている事に気づくでしょう。
　人が生まれてから亡くなるまで、誰一人とし
て「わたし」と同じように生き、悩み、考え、行動
する人はいないのです。
　世界、数十億の人々が共に存在している中
でそれぞれの「かけがいのない命の尊さ」に眼
を向け、大切に生きることを誓う日にしたいも
のです。

花まつり

誕生仏　撮影協力：平鹿町浅舞　龍泉寺様
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提案します。安心・まごころ葬儀

この広報誌についてのご意見ご感想、掲載
してほしいことなどございましたら
㈱ふるさと葬祭アグレム＜担当・杉田＞まで

ご意見ご感想

ふるさと葬祭アグレムでは葬儀後一周忌にあ
わせて封書にてご案内をさせていただいて
おります。ご利用割引券など同封しておりま
すので、お気軽にご連絡ください。

会員の皆様

年忌にあたって
いませんか？

〒013-0069
横手市三枚橋一丁目6-10
TEL.0182-36-3930
FAX.0182-36-3931

〒013-0208
横手市雄物川町沼館字稲荷前62
TEL.0182-56-2630
FAX.0182-23-1220

おものがわ

虹のホールアグレム

虹のホールアグレム

ま ご こ ろ 通 信

10 お葬式・法要の無料事前相談 実施中
葬儀に関する不安や 悩みはございませんか？

葬儀の事が
何もわからない

葬儀の準備には
何が必要なの？

故人の想いを
実現するには？葬儀の費用って

実際いくら必要なの？

ご家庭の精神的・経済的なご負担を軽減した
り、少しでも安心して頂くために、どんな些細
なことでもお気軽にご相談ください。

パートタイマーパートタイマーパートタイマー
随 時 募 集 中

業務内容＞新規会員募集　
詳しくはふるさと葬祭アグレム

（℡0182-52-3930）
までお問い合わせ下さい。

訪問相談も承っております。手順はとても簡単です。
①まずは52-3930までお電話ください。
②「訪問相談希望です」とお伝えください。※訪問日時を決めます。
③お約束の日時にスタッフがお伺いします。

●JA-SS
ブックオフ様●

　秋田
●日産様

至横手地域局富士見大橋
山二●
GS様●

横手
体育館

国
道
13
号
線

至
横
手
駅会場

場所：虹のホールアグレム

ふるさと葬祭みどりの会入会随時
受付中

「みどりの会」は葬儀全般を安心してまかせられる会員制度です。どなた様でもご入会いた
だけ、特典も盛りだくさんです。ご家族のご不幸ばかりではなく、ご利用いただけます。

◆「ＪＡ葬祭みどりの会」は、葬儀全般を安心してまかせられる会員制度です。
◆みどりの会は県内におけるご葬儀の施行やご相談なども対応できるＪＡ葬祭ネットワークです。
◆先方の風習が分からなくて不安？！ そんな時はその地域のプロにおまかせください。

みどりの会はＪＡ葬祭の
あんしんネットワーク

●ご葬儀の自宅祭壇貸出料金
……15％割引

●ホールご利用特典……コース価格15％割引／自宅用祭壇30％割引

会
員
特
典

●ギフト
10～20％割引

●外花環貸出料金
￥21,600→￥19,000（税込）

●生花（籠花）料金
￥16,200→￥14,500（税込）


